
令和 6 年 11 月吉日 

 

 藤枝明誠中学校第 15 期生  

   並びに保護者 様 

 

                          藤枝明誠中学校・高等学校 

                         校   長   溝口 信子 

 

『藤枝明誠中学校第 15 期生の二十歳を祝う会』のご案内 

 

 晩秋の候、藤枝明誠中学校第 15 期生の皆様には益々ご健勝にてご活躍のこととお

慶び申し上げます。日頃より母校発展のためにご理解とご支援をいただき、心より

お礼申し上げます。 

 さて、本年度、皆様には晴れて二十歳をお迎えになり、誠におめでとうございま

す。つきましては、皆様を保護者の皆様と共に祝う会を下記の通り計画いたしまし

たので、参加いただきたくご案内申し上げます。 

     

記 

 

 １．日 時  令和 7 年 1 月 4 日（土） 

          受付 13:30～  開会 14:00  終了 16:00 

 

 ２．会 場  『小杉苑』 

    藤枝市青木 2-35-30  ℡054-631-3321 

 

 ３．会 費  一人 ４，０００円（当日、会場にて徴収します。） 

 

 ４．その他 

＊当日は昼食と飲み物を用意します。（ソフトドリンクのみ） 

  ＊保護者の皆様でご出席いただける方は、返信メールにその旨ご記入ください。 

  ＊記念品として「20 歳の贈りもの」の中から全員に本を一冊プレゼントします。

(当日欠席した方にもプレゼントします。） 

   希望の本を別案内の「『20 歳の贈りもの』一覧」から選んで、返信メールに

ご記入ください。 

＊学校側からの参加職員は、中学・高校時代の担任及び関係職員です。 

＊出欠の返事をメールで 11 月 30 日（土）正午までにご返信願います。 

 

                    〈お問い合わせ〉 

                     ℡054-635-8155 担当 総務課 増田   

 

 



第 15 期生「二十歳を祝う会」出欠席返信方法について  

 

 

以下の①～⑧文面をコピー＆ペーストし、 a.masuda@fgmeisei.ed.jpまでご返信

ください。  

 

①氏名  

  →  

②現在お住まいのご住所、もしくはご実家のご住所  

→郵便番号：  

   住所：  

③ご本人のご連絡先（携帯電話番号）  

  →  

④ご本人出欠（出席 /欠席）  

  →  

⑤保護者の方のお名前  

  →  

⑥保護者の方のご連絡先（携帯電話番号）  

  →  

⑦保護者の方の出欠（出席 /欠席）  

  →  

⑧「二十歳の贈り物」希望図書  

（別紙の希望図書一覧から本のタイトルをご記入ください）  

第 1 希望→  

第 2 希望→  

 

 

お手数おかけしますが、ご協力お願いいたします。  

当日、皆様とお会いできることを教職員一同、心より楽しみにしております。  

 

〈お問い合わせ〉  

                    藤枝明誠中学校･高等学校  

                     ℡ 054-635-8155 担当  総務課  増田  

 

 

 

 

 

 

 

mailto:a.masuda@fgmeisei.ed.jp


藤枝明誠中学校 第 15 期生 二十歳を祝う会「二十歳の贈り物」一覧 

 

※番号 1～4 の中から 1 冊を選んで、返信用メールに番号と著書名を記入して下さい。必ず第一希

望と第二希望の両方を記入してください。 

 

番号 著書名 著作者 出版社 内   容 

1 君 た ち は ど

う生きるか 

吉野源三郎 岩波文庫 コペル君という青年が、学校生活や友人関

係で起こるさまざまな出来事を通して叔

父さんに導かれながら成長していく物語。

わかりやすい丁寧な文章、本当によい本で

す。 

2 一握の砂 石川 啄木 桜出版 啄木の郷里の出版社が作成した愛蔵版。ず

っとそばにおいて楽しんでください。 

3 人を動かす D・カーネギ

ー 

創 元 社 文

庫 

80 年以上も前から現在に至るまで、世界

中の人々に読み継がれている歴史的ベス

トセラー。人を動かすために必要なのはテ

クニックではなく人を愛することなのだ

ということを気づかせてくれる。 

4 何者 朝井リョウ 新潮文庫 就活期を迎えた主人公とその仲間たち。

SNS を使いこなす世代だが、その中にくみ

取れない何かがあること。また就職活動で

「何者」かにならなければならない主人公

が自分のアイデンティティを求めていく

姿を描く。 

 

 


